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第６回熊本市・城南町合併協議会次第 

 
              日 時：平成２１年４月２８日（火）午後１時３０分～ 
              場 所：熊本全日空ホテルニュースカイ２Ｆ「玉樹」 
 
 
１ 開  会 
 
２ 会長挨拶  幸山政史 熊本市長 
 
３ 委員自己紹介 
 
４ 議  事 
 〔報 告〕 
    議員専門部会からの報告 

     
 〔協 議〕 

（１） 前回提案分 
  協議第１０号 一般職の職員の身分の取扱いについて 
  協議第１６号 総務関係事業について（その１） 
  協議第１７号 企画財政関係事業について（その２） 
  協議第１８号 市民生活関係事業について（その２） 

    協議第１９号 健康福祉関係事業について（その１） 
    協議第２２号 経済振興関係事業について（その１） 
    協議第２３号 都市建設関係事業について（その２－１）（その３） 
    協議第２４号 教育関係事業について（その２） 
    協議第２５号 水道関係事業について（１－１：修正提案） 
  （２）今回提案分 

  協議第 ２号 合併の期日について（その２） 
  協議第 ５号 財産及び債務の取扱いについて 
  協議第 ６号 議会の議員の定数及び任期の取扱いについて 
  協議第 ７号 農業委員会の委員の定数及び任期の取扱いについて 

    協議第 ８号 地域自治組織等の取扱いについて（その２） 
    協議第１１号 合併市町村基本計画について 



    協議第１２号 一部事務組合等の取扱いについて 
    協議第１３号 使用料・手数料の取扱いについて 
    協議第１４号 公共的団体等の取扱いについて 
    協議第１５号 補助金・交付金等の取扱いについて 
    協議第１６号 総務関係事業について（その２） 
    協議第１８号 市民生活関係事業について（その３） 
    協議第１９号 健康福祉関係事業について（その２） 
    協議第２０号 子ども未来関係事業について（その３） 
    協議第２１号 環境保全関係事業について（その２） 
    協議第２２号 経済振興関係事業について（その２） 
 
５ そ の 他 
 
６ 閉  会  八幡紀雄 城南町長 
 

 

 



司会 

それでは、定刻になりましたので、第６回熊本市・城南町合併協議会を始めさせていた

だきます。 

皆様方にはご多忙の中、ご出席いただきまして、ありがとうございます。 

まずここで、本日配布いたしております資料の確認をさせていただきます。お手元に１

枚もので「会次第」、「席次表及び出席者名簿」、冊子で「協議会資料」、「新市基本計画（素

案）」、参考資料といたしまして１枚ものの「富合町合併特例区協議会の組織に関する規則」

以上５種類を配布いたしておりますので、不備等がございましたら事務局までお申し出く

ださい。ご確認ありがとうございました。 

 それでは、お手元に配布いたしております会次第に従いまして、進めてまいりますので

よろしくお願いいたします。早速、本協議会会長であります幸山熊本市長がご挨拶を申し

上げます。 

 

幸山熊本市長 

皆さんこんにちは。第６回目の協議会の開催にあたりまして一言ご挨拶を申し上げます。

まずは委員の皆様方には、大変お忙しい中にもかかわりませずご出席をいただきましたこ

と、これまで同様厚く御礼申し上げる次第でございます。本日もどうぞよろしくお願いい

たします。 

さて、当協議会でございますけれども、委員皆様方のご協力によりまして両市町での協

議も着実に進んでいるところでございまして、今回は、前回提案いたしました「総務関係

事業」「企画財政関係事業」など８項目と、更には継続審議となっておりました「水道関係

事業」この１項目の取扱いにつきましてご審議をいただきたいと考えております。 

そして、新たに幹事会におきまして調整が整いました「財産及び債務の取扱い」「一部事

務組合等の取扱い」など１２項目と、更には議員専門部会から報告がございます「合併の

期日」「合併市町村基本計画（素案）」などの４つの項目につきまして本日ご提案をさせて

いただきたいと考えております。後ほど事務局の方から詳しい説明があろうかと思います

けれども、「一部事務組合等の取扱い」につきましては、本市、城南町が加入いたしており

ます消防や清掃など宇城広域連合の中で実施されている事業でもございまして、その構成

市町村にも大きな影響を与えますことから、城南町さんともよく相談をし、広域連合構成

市町村になるべくご迷惑のかからないよう形で広域連合の理解を得て、提案を申し上げて

いるところでございます。 

また、「合併市町村基本計画」につきましては、城南町を中心といたしました新市の基本

的な方向及び目指すべき将来像、新市の施策や財政計画などを盛り込みました合併後の１

０年間の新市の指針となる計画でもあるわけでございます。 

いずれにいたしましても、城南町住民の皆様の生活には、身近な問題でもございますし、

合併後の方向性をきちんとした形でお示しをさせていただくところによりまして新たなま



ちづくりができるよう取り組んでまいりたいと考えております。 

最後になりますが、これまでに両市町の制度比較や調整方針について協議をお願いして

まいったところでございますが、本日提案をいたしております項目で一応の目途が立ちま

して、次回の審議結果次第ではございますけれども、一つの区切りをつけさせていただけ

ればと考えているところございます。今後両市町におきましては、住民説明会の開催が予

定されているところでもございまして、より正確な協議内容と合併に対するご理解を深め

られるものと確信をいたしております。委員の皆様には長時間の協議となり、大変ご迷惑

をお掛けいたしますが、どうぞこれまで同様、忌憚のないご意見等を賜りますように、よ

ろしくお願い申し上げまして、冒頭にあたりましてのご挨拶にかえさせていただきます。

どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

司会 

 続きまして、次第３「委員自己紹介」でございます。お名前をお呼びいたしますので、

ご起立のうえ、一言、お言葉をお願いしたいと思います。４月の定期異動で熊本県市町村

総室長が交代されましたことに伴いまして、新たに委員となられました楢木野史貴（なら

ぎの ふみたか）様でございます。楢木野様よろしくお願いいたします。 

 

楢木野委員 

 ４月から市町村総室長を拝命いたしました楢木野と申します。どうぞよろしくお願いい

たします。前任者同様頑張ります。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

司会 

 ありがとうございました。４月の定期異動により、熊本市並びに城南町の執行部の交代

があっておりますので、ご紹介をさせていただきたいと思います。まずは熊本市側、續企

画財政局長でございます。 

 

續企画財政局長 

 續でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

司会 

 次に城南町側でございますが、光永総務課長でございます。 

 

光永総務課長 

 光永です。よろしくお願いします。 

 

司会 



 続きまして、寺本企画財政課長でございます。 

 

寺本企画財政課長 

寺本です。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

司会 

 續局長、光永課長、寺本課長につきましては、本協議会の幹事でもございます。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

それでは、これより次第４「議事」に入らせていただきます。会議の進行につきまして

は、協議会規約第１０条第２項により、「会議の議長は会長をもって充てる」となっており

ますので、これより先の進行を幸山会長にお願いいたします。 

 

会長 

それでは、規約に従いまして議長を務めさせていただきます。どうぞよろしくお願い申

し上げます。 

 まず、「委員の出席数について」でございますけれども、今回は城南町側の緒方委員の方

から辞任願いが提出をされておりまして受理をいたしております。後任の委員につきまし

ては、現在関係団体におきまして調整を行っていただいておりますのでしばらくの間空席

とさせていただきます。本日は他の委員の皆様方は全員にご出席をいただいておりますの

で、協議会規約第１０条第１項の定足数を満たしておりますことを、ここにご報告申し上

げます。 

続きまして、会議録署名委員の指名を行わせていただきます。会議録署名委員の指名に

つきましては、熊本市・城南町合併協議会会議運営規程第８条第２項の規定によりまして、

「指名は議長が行う」となっておりますので、私の方から指名をさせていただきます。本

日は、熊本市側から濱﨑委員さん、城南町側から前田委員さん、両名にお願いしたいとい

うふうに存じます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

それでは、議事に入らせていただきます。はじめに「報告」でございます。この報告に

つきましては、議員専門部会における審議の経過報告であります。それでは、事務局から

説明をお願いいたします。 

 

事務局 

 それでは、事務局のほうからご報告をさせていただきます。恐れ入りますけれども、座

って報告をさせていただきます。資料の４頁をお開きいただきたいと思います。去る４月

２３日に熊本市の議会棟の方でございました議員専門部会におきまして、４項目につきま

してご提案をいたしまして、そのうち２項目につきましてご承認をいただいたところでご

ざいます。（１）「協議第２号 合併の期日について」、（３）「協議第８号 地域自治



組織等の取扱いについて」こちらの方につきましては、ご承認をいただいたところでござ

いまして、（２）「協議第６号 議会の議員の定数及び任期の取扱いについて」及び（４）

「協議第１１号 合併市町村基本計画について」はご提案を申し上げたところでございま

す。下の欄にございますとおり全部で７項目議員専門部会の方に付託しておりますけれど

も、このうち５項目につきまして協議が終了いたしました次第でございます。以上でござ

います。 

 

会長 

ただいま「報告」につきまして終わったところでございますけれども、ただいまの議員

専門部会からの報告につきまして、何かご質問等はありませんか？ 

 

（なし、との返答） 

 

会長 

 それではご質問等無いようでありますので、「報告」につきましては終わらせていただき

ます。 

続きまして、「協議」に入らせていただきます。本日の協議は、協議会次第にございます

ように、前回提案をさせていただきました７項目と、それから修正提案として水道関係事

業の１項目につきましてお諮りをいたしますので、何卒よろしくお願い申し上げます。ま

た前回提案の項目につきましては、前回にご説明をいたしておりますので本日は簡単な説

明を行いました後、承認についてお諮りをしたいと考えております。 

それでは、協議第１０号「一般職の職員の身分の取扱いについて」につきまして、事務

局からの説明をお願いします。 

 

事務局 

それでは、協議第１０号「一般職の職員の身分の取扱いについて」９頁でございます。「一

般職の職員の身分の取扱いについて承認を求める。」「１．一般職の職員の身分について

は、合併時に在職する城南町の一般職の職員（教育長を除く）は、市町村の合併の特例等

に関する法律第１２条により、すべて新市の職員として引き継ぐ。職員関係の制度につい

ては、熊本市の制度に統合する。職員の職位、給与等の処遇については、公正に取り扱う

ものとし、人事管理、給与の適正化の観点から調整し、合併時に統一を図る。」というふ

うにしております。今回、括弧書きの部分につきまして削除をしております。教育長とい

うのは職種で言いますと特別職ではございますけれども、身分で言いますと一般職員に属

するという非常に特殊な性格を有しておられる職でございます。前回の提案で言いますと

厳密に記載をする為にこのような書き方としていたものでございますけれども、一般的に

教育長と言いますと特別職という認識でございまして、かえって混乱をするのではないか



ということで今回削除をしたものでございます。以上でございます。 

 

会長 

事務局からの説明は終わりました。だたいまの協議第１０号につきまして、何かご質問、

ご意見等があればお願いいたします。 

 

（なし、との返答） 

 

会長 

なしということでございますが、ございませんか？ 

 

（なし、との返答） 

会長 

それでは、質問無いようでございますので、協議第１０号につきましては、原案のとお

り承認ということでよろしいでしょうか？ 

 

（はい、との返答） 

 

会長 

ありがとうございます。それでは協議第１０号につきましては原案のとおり承認とさせ

ていただきます。 

続きまして、協議第１６号「総務関係事業について（その１）」につきまして、事務局か

らの説明をお願いします。 

 

事務局 

協議第１６号「総務関係事業について（その１）」でございます。１５頁でございます。

「総務関係事業について承認を求める。」「１．事務組織及び機構については、合併時に

熊本市の機構に統一し、組織の再編、見直しを行う。城南町については、区域を所管する

総合支所を設置し、住民サービスの低下をきたすことがないよう適切な措置を講ずる。」

「２．総務関係事業のうち、次の事業については、熊本市の例に統一する。非常備消防（消

防団）、消防補助金等、防災無線。」「３．消防団運営交付金については、熊本市の例に

統一する。ただし、婦人防火クラブに対する助成は、５年間現行のとおり継続する。」「４．

消防水利施設については、城南町が現在策定中の「消防水利施設整備計画」を踏まえ、新

市が引き継ぐ。」「５．城南町の投票区の区割りについては、当分の間現状のとおりとし、

その後の取り扱いについては、新市において見直しを検討するものとする。」以上でござ

います。 



 

会長 

ただいまの協議第１６号につきまして、何かご質問、ご意見等はございませんか？特に

ございませんでしょうか？ 

 

（なし、との返答） 

 

会長 

 それでは、ご意見、ご質問等無いようでありますので協議第１６号につきまして原案の

とおり承認ということでよろしいでしょうか？ 

 

（はい、との返答） 

 

会長 

ありがとうございます。それでは、協議第１６号「総務関係事業について（その１）」に

つきましても原案のとおり承認とさせていただきます。 

続きまして、協議第１７号「企画財政関係事業について（その２）」につきまして事務局

からの説明をお願いします。 

 

事務局 

 資料の３３頁です。協議第１７号「企画財政関係事業について（その２）」でございます。

「企画財政関係事業について承認を求める。」「１．広報紙の製作・発行は熊本市の例に

統一する。」以上でございます。 

 

会長 

ただいま説明のありました協議第１７号について、何かご質問、ご意見あればお願いい

たします。 

 

（なし、との返答） 

 

会長 

 なしということでありますが、ありませんか？ 

 

（なし、との返答） 

 

会長 



それではご意見、ご質問等無いようでありますので協議第１７号につきましても原案の

とおり承認ということでよろしいでしょうか？ 

 

（はい、との返答） 

 

会長 

ありがとうございます。それでは、協議第１７号「企画財政関係事業について（その２）」

につきましても原案のとおり承認とさせていただきます。 

続きまして、協議第１８号「市民生活関係事業について（その２）」につきまして事務局

からの説明をお願いします。 

 

事務局 

３７頁でございます。協議第１８号「市民生活関係事業について（その２）」でございま

す。「市民生活関係事業について承認を求める。」「１．自主文化事業については、熊本市

の例に統一する。」「２．行政広報施設補助金については、城南町が町内自治会制度に移

行するまでは現行のとおり継続し、その後熊本市の制度に統一する。ただし、マイク施設

補助は、新市において協議・検討する。」「３．行政区・区長組織等（行政連絡員制度）

については、城南町の合併特例区設置期間の年度内を限度として現行を維持するものとし、

その後熊本市の例に統一する。」以上でございます。 

 

会長 

ただいま説明のありました協議第１８号につきまして、何かご意見、ご質問等ありまし

たらお願いいたします。 

 

（なし、との返答） 

 

会長 

 なしということでございますが、特にございませんでしょうか？ 

 

（なし、との返答） 

 

会長 

それでは、無いようでありますので協議第１８号につきましても原案のとおり承認とい

うことでよろしいでしょうか？ 

 

（はい、との返答） 



 

会長 

ありがとうございます。それでは、協議第１８号「市民生活関係事業について（その２）」

につきましても原案のとおり承認とさせていただきます。 

続きまして、協議第１９号「健康福祉関係事業について（その１）」につきまして事務局

からの説明をお願いいたします。 

 

事務局 

資料の４５頁でございます。協議第１９号「健康福祉関係事業について（その１）」「健

康福祉関係事業について承認を求める。」「１．国保料（税）率については、合併年度の

次年度から５年間の負担調整期間を設け、段階的に熊本市の水準に近づけることとする。

賦課徴収方式については、合併年度の次年度から熊本市の例に統一する。」「２．介護保

険料については、第４期介護保険事業計画（平成２１年度～２３年度）期間中は、それぞ

れの第４期の保険料額とし、第５期介護保険事業計画（平成２４年度～２６年度）から熊

本市の例に統一する。」「３．骨粗しょう・前立腺がん・腹部超音波検診については、５

年間現行のとおり継続し、その後の取り扱いについては新市において協議・検討する。」

「４．熊本市優待証については、新市の事業として継続し、利用方法については、今後関

係機関と協議・調整を行う。」「５．戦没者追悼式については、熊本市の例に統一する。

ただし、城南町遺族会補助金については、５年間現行のとおり継続する。また、戦没者慰

霊祭については、特例区の事業として実施する。」「６． 身体障がい者自立支援事業につ

いては、熊本市の例に統一する。ただし、障がい者福祉協議会運営費補助金については５

年間現行のとおり継続する。」次の頁をお願いします。「７．地域生活支援事業について

は、熊本市の例に統一する。ただし、移動支援事業における放課後預り利用時の送迎につ

いては、当分の間現行のとおり継続する。」「８．高齢者福祉券交付事業については、５

年間現行のとおり継続する。」「９．簡易水道組織・補助金は、合併までに県の認可を受

けている組合については、公営水道が普及するまでの間補助対象とする。」以上でござい

ます。 

 

会長 

ただいまの協議第１９号につきまして、何かご意見、ご質問等はございませんか？健康

福祉関係事業でございますが。特にございませんか？ 

 

（なし、との返答） 

 

会長 

 それでは、無いようでありますので協議第１９号につきましても原案のとおり承認とい



うことでよろしいでしょうか？ 

 

（はい、との返答） 

 

会長 

ありがとうございます。それでは、協議第１９号につきましても原案のとおり承認とい

うことで取り扱わせていただきます。 

続きまして、協議第２２号「経済振興関係事業について（その１）」でありますが、その

前に前回提案をいたしておりました農区長制度につきまして、担当課より説明をいたしま

した後に、今回の経済振興関係事業について事務局からの説明を求めたいというふうに思

います。それでは、担当課の方の説明からお願いします。 

 

事務局（熊本市 農業政策課） 

 農業政策課でございます。よろしくお願いいたします。農区長制度でございますけれど

も、個票の６８頁に資料がございます。その中に概要を書いてございます。農区長の職務

ということで「農区長は農政活動の推進を図る。」というふうなことで記載しております。

活動の内容といたしましては、農業振興地域整備計画の策定及び変更に関することという

ことで、具体的には計画の全体の見直しの時の農区全体の意見を集約していただくとか、

個別変更においても農区の意見をいただく、そういうことをお願いしているところでござ

います。それから米の生産調整もございますけれども、説明会をどのような形で開催する

かという調整、それから現地確認の作業についても調整をしていただく、そういう体制を

どういう形で実施するのかというそういう連絡調整をお願いしております。それ以外につ

いても土地改良の補助事業を行う際、それから農業政策の推進に係る必要な連絡調整とか、

そういうところをお願いしているところでございます。「農区長の委嘱」いうところに書

いてございますけれども、３つの方法がございます。１つ目は、ＪＡの理事さんで既に農

区内に住んでいる方をＪＡの方から推薦していただいて委嘱をするという方法。それから

２つ目は、ＪＡの組合長がその農区に属する集落農区長、城南町さんであれば集落の区長

さんにあたるかというふうに思いますけれども、協議をいただいて推薦してもらいそれで

委嘱をしてもらう。それから３つ目は、ＪＡのない農区については、集落の農区長さんか

らご推薦をいただいて委嘱というような３つの方法がございます。現在熊本市におきまし

ては、３６農区がございますけれども、現在そこの理事・監事で委嘱をしている農区がＪ

Ａ熊本市においては１９農区ございます。それからＪＡ宇城さんにおいて２農区、これは

富合町さんでございますけれども２農区ございます。合計の２１農区となっております。

残りの１５農区につきましては、ＪＡさんと集落農区長さんと協議をしていただいてご推

薦をいただいているというのが１４農区ございます。１つＪＡの管轄ではない農区がござ

いますのでそこは集落農区長さんの方からご推薦をいただいて委嘱をしているというよう



な状況でございます。合併した富合町さんからはＪＡ宇城さんより２人の農区長さんをご

推薦いただいております。農区につきましては、富合町さんの例をとりますと、富合の守

富と杉合が合併して富合町となっているということで、２つの農区を持たせていただいて

おります。そのことから城南町さんにおいては、隈庄、杉上、豊田が合併されまして城南

町さんということになっておりますから、こちらの例から３つの農区を考えているところ

でございます。そいうところで今後調整をさせていただきたいというふうに考えておりま

す。担当課の方からは以上でございます。よろしくお願いいたします。 

 

会長 

 それでは、事務局の方からお願いします。 

 

事務局 

引き続き事務局の方から説明をさせていただきます。６３頁でございます。協議第２２

号「経済振興関係事業について（その１）」でございます。「経済振興関係事業について承

認を求める。」「１．農業振興地域整備計画変更については、両市町の計画を引き継ぎ、

熊本市の見直し時期に合わせ、新市において調査・統合を行う。」「２．農区長制度につ

いては、新市の事業として継続する。」「３．水田農業推進協議会負担金については、現

行のとおり継続しながら、関係機関と協議・調整を行うものとする。」「４．認定農業者

協議会負担金については、５年間現行のとおり継続し、その間、関係機関と調整を図り、

熊本市へ統合する。」「５．農地・水・環境保全向上対策事業については、現事業期間中

（平成２３年度まで）は、現行のとおり継続する。」「６．工業活性化支援事業について

は、熊本市の例に統一する。城南町工業振興連絡協議会助成は、５年間現行のとおり継続

し、その後の取扱いについては、関係機関と協議・調整を行うものとする。」「７．企業

立地促進事業については、熊本市の例に統一する。ただし、合併時に城南町の条例に基づ

き指定を受けている企業等については、現行のとおりとする。」「８．中心市街地活性化

事業に係る商工振興活性化補助金については、当分の間現行のとおり継続する。」以上で

ございます。 

 

会長 

ただいまの協議第２２号につきまして、何かご意見、ご質問等はありませんか？特にご

ざいませんでしょうか？ 

 

（なし、との返答） 

 

会長 

 それでは、無いようでありますれば協議第２２号につきましても原案のとおり承認とい



うことでよろしいでしょうか？ 

 

（はい、との返答） 

 

会長 

ありがとうございます。それでは、協議第２２号「経済振興関係事業について（その１）」

につきましても原案のとおり承認とさせていただきます。 

続きまして、協議第２３号「都市建設関係事業について（その２－１）（その３）」につ

きまして事務局からの説明をお願いいたします。 

 

事務局 

資料の７７頁でございます。協議第２３号「都市建設関係事業について（その２－１）」

でございます。「都市建設関係事業について承認を求める。」「１．城南町中央土地区画

整理事業に対する補助金等については、補助金に関しては平成２３年度まで、事業資金貸

付に関しては平成２４年度まで制度（要綱）を運用する経過措置を設定する。その後の取

り扱いについては、事業の早期完了と組合の早期解散を目指し必要な支援について組合と

協議する。」 

 引き続きまして８３頁をお願いいたします。「都市建設関係事業について（その３）」

でございます。「都市建設関係事業について承認を求める。」「１． 市道の整備（集落内

道路の新設・改良）については、５年間の経過措置を設定する。その後、熊本市の例に統

一する。」「２．次の事業については、熊本市の例に統一する。道路後退による後退部分

の取扱い、公共下水道受益者負担金」以上でございます。 

 

会長 

ただいま説明は終わりました協議第２３号につきまして、何かご意見、ご質問等はあり

ませんか？なしということでございますが、特にありませんでしょうか？ 

村上委員さんから手が上がりましたのでお願いいたします。 

 

村上委員 

 村上です。受益者負担金は今まで城南町では、１６万円が限度でございました。個人は。

もし合併した後は１㎡あたり２００円になりまして、集落によっては２０００㎡ぐらいの

敷地があるところはどうなるのかなと思うわけです。 

 

会長 

 それでは、公共下水道の受益者負担金についてお尋ねがございましたが、担当課の方か

らお願いいたします。 



 

事務局（城南町 上下水道課） 

 城南町の上下水道課でございます。委員さんのご質問の受益者負担金の件についてです

けれども、今ありましたように熊本市さんの料金が㎡あたり２００円ということになって

おります。城南町の料金が１１万プラス㎡当たり１００円ということになっておりまして、

城南町の場合は猶予ということがございまして城南町の場合が１６万円が限度となります。

例えば１０００㎡持っておられますと熊本市さんの例からいきますと２０万円ということ

になるわけですけれども、城南町の例でいきますと上限の１６万円にしかならないわけで

あります。従いまして、私たちといたしましても今後、今から残っているところの面積の

実態を調査をしたわけでございますけれども、ちなみに例として上げてみますと、出水地

区が７３９㎡、碇が５０７㎡、六田が５３３㎡、島田が５１０㎡、舞原が４７８㎡という

平均の面積になっております。この平均の面積からいった場合には、５００㎡ということ

になりまして、㎡当たり２００円の熊本市の料金から言いますと１０万程度ということに

なります。城南町の例から言いますと１１万プラス㎡１００円ということで１６万円。従

いまして、平均から言いますとこの熊本市の料金体系の方が安くはなるわけですけれども、

あくまでもこの面積は平均の面積でありまして、ご指摘のように城南町の中にもかなり面

積の広い方もいらっしゃるわけでございますので、それを考えますとはるかに城南町の方

が有利ということも考えられますが、全体的からすればそういう考えになるということを

一応紹介しておきます。以上でございます。 

 

会長 

 村上委員さんいかがでしょうか？ 

 

村上委員 

 熊本市に統一するということになっておりますので、長い間酪農されていたが年を取ら

れてお辞めになって牛舎もいっぱいあるわけです。２反、３反という敷地を持っていらっ

しゃるんですね。そういうことになりますと５０万ぐらいなります。年老いていらっしゃ

るので心配しますけれども。 

 

会長 

 事務局からお願いします。 

 

事務局 

 城南町側の補足をさせていただきたいと思います。ただいま下水道課長の方から城南町

の集落ごとの平均の面積の説明がありました。お手元の資料の８８頁でわかりますように、

熊本市の場合が㎡あたり２００円、城南町の場合は基本額プラス㎡１００円ということに



なので、その詳細のどこが境界線になるのか、熊本市と城南町の有利な境界線になるかと

申しますと８００㎡が同一な料金になります。従いまして、先ほど下水道課長から説明が

ありましたように、城南町の平均的は宅地の面積から言いますと８００㎡未満の宅地が多

いわけでございます。従いまして、熊本市の制度を採用した方が有利となる方の方が多い

ということになります。農業集落内におきましては、９００㎡であったり、ご紹介にあり

ました１０００㎡、２０００㎡があるとは思いますけれども、城南町全体で見た場合は熊

本市さんの制度を採用した方がはるかに有利であるということの観点からこのような調整

方針とさせていただいております。 

 

会長 

 いかがでございましょうか？ 

 どうぞ、大島委員さんお願いいたします。 

 

大島委員 

 今の件ですけれども、熊本市の方も上限を設定していただくと２反、３反宅地のある人

にとっては。土地が広いだけであとは何もしていないというところもあるわけです。新た

に何かするとお金もかかりますし、上限というのも考えていただけないかということで一

つお願いします。 

 

会長 

 熊本市側で上限を設けてはというご提案だったわけですが。 

 

事務局（上下水道局） 

 上下水道局でございます。現在熊本市においては、２００円で設定しておるところでご

ざいますけれども、受益者負担金の性格といたしまして、下水道が入りますと土地の価値

が上がると、そういうような形の設定でございますので、住宅に対してご家族の方が２名

とか５名とかになったとしても土地の価値が上がる分に対して賦課するということで考え

ております。従いましてそのままで行きたいと考えております。以上でございます。 

 

会長 

 いかがでございますか？ 

 事務局からお願いします。 

 

事務局 

 確かに城南町特有といいますか、熊本市特有の事情があると思いますが、今すぐ熊本市

全体に上限を設けるというようなことをここでお約束することはできませんけれども、そ



ういう集落と合併をするということでございますので、将来的な課題というようなことで

受け止めさせていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

会長 

 よろしいでしょうか？ 

 他に何かご質問等はございますか？ 

 

（なし、との返答） 

 

会長 

 それでは、他無いようでございますので協議第２３号につきましては、原案のとおり承

認ということでよろしいでしょうか？ 

 

（はい、との返答） 

 

会長 

 ありがとうございます。それでは協議第２３号につきましても原案のとおり承認とさせ

ていただきます。 

続きまして、協議第２４号「教育関係事業について（その２）」につきまして事務局から

の説明をお願いします。 

 

事務局 

資料の８９頁でございます。協議第２４号「教育関係事業について（その２）」「教育関

係事業について承認を求める。」「１．体育指導委員の定数及び報酬については、５年間

現行のとおり継続し、費用弁償は廃止する。」「２．各種体育施設の管理方法は熊本市の

例に統一する。料金（町外料金は廃止）は現行のとおり継続する。」「３．運動施設予約・

案内システムについては、熊本市の例に統一する。ただし、５年間は城南地域内（学校体

育施設を含む）の運動施設については、旧城南町住民の先行予約を認める。」「４．図書

館行事のうち、ブックスタート事業については、５年間現行のとおり継続する。また、童

話発表会は、熊本市立図書館行事に統合し、その他の行事は継続する。」以上でございま

す。 

 

会長 

ただいま説明のありました協議第２４号につきまして、何かご意見、ご質問等はありま

せんか？特にありませんでしょうか？ 

 



（なし、との返答） 

 

会長 

 それでは、無いようでありますので協議第２４号につきましても原案のとおり承認とい

うことでよろしいでしょうか？ 

 

（はい、との返答） 

 

会長 

それでは、協議第２４号「教育関係事業について（その２）」につきましても原案のとお

り承認とさせていただきます。 

続きまして、協議第２５号「水道関係事業について（１－１）：修正提案」につきまして

事務局からの説明をお願いいたします。 

 

事務局 

資料の９９頁でございます。協議第２５号「水道関係事業について（１－１）」「水道関

係事業について承認を求める。」「１．城南町の地区営水道（簡易水道）については、町

営化を目指し平成２２年３月までに認可が取得できるよう努める。その事業は新市が引き

継ぎ継続して取り組む。」「２．町営簡易水道事業」につきましては、第３回の協議会で

承認済みでございます。一番下でございます。「３．未普及地域を含む上水道事業は、城

南町で平成２１年度に１５年程度での整備完了を目指した計画の策定と国庫補助が得られ

るように努める。この水道計画に基づき、住民の意向を踏まえながら新市が整備を行う。

なお、水質悪化地域の整備については、合併後早急に取組むものとする。」以上でござい

ます。 

 

会長 

ただ今説明のありました協議第２５号につきまして、何かご意見、ご質問等があれば伺

ってまいります。いかがでしょうか？水道関係事業について修正提案分でございますが。

特にございませんでしょうか？ 

 

（なし、との返答） 

 

会長 

 それでは、無いようでありますので協議第２５号につきましても原案のとおり承認とい

うことでよろしいでしょうか？ 

 



（はい、との返答） 

 

会長 

ありがとうございます。それでは、協議第２５号「水道関係事業について（１－１）」に

つきましても原案のとおり承認とさせていただきます。 

それでは、次に（２）「今回提案」の協議項目に入らせていただきます。今回の提案であ

りますが、協議第２号から協議第２２号までの１６項目についてお諮りをさせていただき

ます。今日は、委員の皆様にこれまで同様、説明を行いましたうえで、次回の第７回協議

会で承認の是非をお諮りしたいと考えております。また、協議第１３号「使用料・手数料

の取扱いについて」それと、協議第１４号「公共的団体等の取扱いについて」協議第１５

号「補助金・交付金の取扱いについて」協議第１１号「合併市町村基本計画（素案）」につ

きましては、他の協議結果を踏まえての審議をお願いすることとなりますので、ただいま

申し上げた協議第１３、１４、１５、１１この４協議項目につきましては、最後に説明を

させていただきたいと考えております。 

それでは、協議第２号「合併の期日について（その２）」につきまして事務局からの説明

をお願いいたします。 

 

事務局 

１０７頁でございます。協議第２号「合併の期日について（その２）」「合併の期日につ

いて承認を求める。」「合併の期日は、平成２２年３月２３日とする。」 

 合併の期日については、昨年の１２月の開催されました第２回協議会において「平成２

２年３月３１日までの間で住民生活への影響等を勘案し、改めて定める日。」ということ

でご承認をいただいておりましたが、今回改めまして合併の期日を平成２２年３月２３日

と定めたものでございます。これは合併する際、電算関係のシステムを熊本市のものに移

行する必要がありますけれども、その処理に時間を要するため、来年３月末までの期日の

うち３月２０日から２２日までの３連休を利用してスムーズな移行が行えるようにしたも

のでございます。先ほども申し上げましたけれども、先週行われました議員専門部会にお

きまして、ご承認をいただいたところでございます。以上でございます。 

 

会長 

ただいま説明のありました協議第２号につきまして、何かご質問、ご意見はございませ

んか？ありませんということでございますが、特にありませんでしょうか？ 

 

（なし、との返答） 

 

会長 



 それでは無いようでありますので次に移ってもよろしいでしょうか？ 

 

（はい、との返答） 

 

会長 

それでは、次に移らせていただきます。 

続きまして、協議第５号「財産及び債務の取扱いについて」につきまして、事務局から

の説明をお願いします。 

 

事務局 

 １０９頁でございます。協議第５号「財産及び債務の取扱いについて」「財産及び債務の

取扱いについて承認を求める。」「城南町の財産及び債務は、すべて熊本市に引き継ぐ。

ただし、減債基金を除く一般会計の基金については、合併直前における残高相当額を合併

後に新設する基金に積み立て、城南地域における都市基盤整備等に充てるものとする。」

としております。１１２頁１１３頁の平成１９年度末現在の財産に関する調書をご参考い

ただきたいと思います。以上でございます。 

 

会長 

ただいま説明がありました協議第５号につきまして、何かご意見、ご質問はありません

か？ 

それでは、岩下委員さんから手が上がりましたのでお願いいたします。 

 

岩下委員 

 この中で「城南地域における都市基盤整備等に充てるものとする。」となっていますね。

これは後ほど説明のある新市基本計画で計画をされている分に充当するのでしょうか？そ

の中に含まれるということでしょうか？ 

 

会長 

 ただいまのお尋ねについては事務局からお願いします。 

 

事務局 

新市基本計画が担当するものの一部に使わせていただくということでございます。 

 

岩下委員 

 特にこの基金の名称は決まっていないですよね？ 

 



会長 

 はい、どうぞ。 

 

事務局 

 まだ決まっていませんが、城南地域振興基金とかそういうふうな話になろうかと思って

おります。まだ決まっておりません。 

 

岩下委員 

 はい、わかりました。 

 

会長 

 他ございませんか？ 

 

（なし、との返答） 

 

会長 

 それでは、次に移ってもよろしいでしょうか？ 

 

（はい、との返答） 

 

会長 

 それでは次の協議項目に移らせていただきます。 

 続きまして、協議第６号「議会の議員の定数及び任期の取扱いについて」につきまして、

事務局からの説明をお願いいたします。 

 

事務局 

資料の１１５頁でございます。協議第６号「議員の定数及び任期の取扱いについて」「議

会の議員の定数及び任期の取扱いについて承認を求める。」「１．城南町議会の議員の定

数及び任期の取扱いについて、次の５案を提案する。」ということで５案を提案させてい

ただいております。「①市町村の合併の特例等に関する法律（以下「法」という。）の規

定は適用しない。②法第８条第２項の規定（定数特例）を適用する。③法第８条第２項の

規定（定数特例）を適用する。また、合併後最初に行われる一般選挙においては、法第８

条第５項の規定（定数特例）を適用する。④法第９条第１項第２号の規定（在任特例）を

適用する。⑤法第９条第１項第２号の規定（在任特例）を適用する。また、合併後最初に

行われる一般選挙においては、法第９条第３項の規定（定数特例）を適用する。」「２．

定数特例又は在任特例を適用した場合の、合併後の城南町議会の議員の報酬の取扱いにつ



いて、次の２案を提案する。」「①熊本市議会議員の報酬の額とする。」「②合併前の城

南町議会議員の報酬の額とする。」「３．費用弁償の取扱いについては、合併時に熊本市

の例に統一する。」 

 まず、１の①についてでございますけれども、１１７頁をお願いいたします。図の例①

にありますとおり合併特例法を適用しない場合は、合併時に全議員が失職をすることにな

ります。次に②でございますけれども、１１８頁の図の例②にありますとおり定数特例を

適用する場合は、新市誕生から第１回目の選挙まで増員定数１名を加えた５０名とし、そ

の後旧城南町域を含めた熊本市全域で選挙を行うことになります。次に③についてでござ

いますけれども、同じ頁の例③にありますとおり、定数特例を適用し、新市誕生から第１

回目の選挙まで増員定数１名を加えた５０名とするところまでは例②と同じですけれども、

第１回目の選挙後、第２回目の選挙まで引き続き旧城南町域で選挙区を設け選挙を行うこ

とになります。次に④でございますが、１１９頁の例④にありますとおり在任特例を適用

する場合でございます。新市誕生から第１回目の選挙までは城南町の全議員が在任し、そ

の後城南町域を含めた熊本市全域で選挙を行うことになります。最後に⑤でございます。

同じ頁の例⑤にありますとおり、在任特例を適用し、新市誕生から第１回目の選挙までは

城南町の全議員が在任するところまでは例④と同じですけれども、第１回目の選挙後旧城

南町域で選挙区を設け選挙を行うことになります。 

引き続き２でございますけれども、先ほどの１１５頁に記載しておりますとおり２案を

ご提案申し上げております。 

続きまして３の費用弁償の取扱いについてでございますが、１２０頁をお願いいたしま

す。熊本市におけます会議出席に費用弁償につきましては下段の方の一番下に記載してあ

りますとおり距離に応じて日額５，０００円から７，０００円まで３段階に設定をされて

おりますところでございます。なお、この件につきましては、議員専門部会の方にご提案

を申し上げているところでございます。以上でございます。 

 

会長 

ただいま、事務局から説明がありました協議第６号につきまして、何かご質問、ご意見

があればお願いいたします。特にございませんでしょうか？ 

 

（なし、との返答） 

 

会長 

特に無いようであれば次に移ってもよろしいでしょうか？ 

 

（はい、との返答） 

 



会長 

それでは、次の協議項目に移らせていただきます。 

続きまして、協議第７号「農業委員会の委員の定数及び任期の取扱いについて」につき

まして、事務局からの説明をお願いいたします。 

 

事務局 

資料の１２３頁でございます。協議第７号「農業委員会の委員の定数及び任期の取扱い

について」「農業委員会の委員の定数及び任期の取扱いについて承認を求める。」「農業委

員会等に関する法律第３４条の規定を適用し、それぞれの区域で農業委員会を置き、次の

とおり取り扱う。ただし、新市が政令指定都市に移行する際、見直し・再編を行う。」「１．

農業委員会の選挙区及び選挙区の委員の定数については、現行のとおり継続する。」「２．

農業委員会の委員の任期については、現行のとおり継続する。」以上でございます。 

 

会長 

ただいま、説明のありました協議第７号につきまして、何かご質問、ご意見はありませ

んか？「農業委員会の委員の任期について」ということでございますが。よろしいでしょ

うか？ 

それでは、ご意見無いようでございますので、次に移ってもよろしいでしょうか？ 

 

（はい、との返答） 

 

会長 

それでは、次に移らせていただきます。 

続きまして、協議第８号「地域自治組織等の取扱いについて（その２）」につきまして、

事務局からの説明をお願いいたします。 

 

事務局 

資料の１２７頁でございます。協議第８号「地域自治組織等の取扱いについて（その２）」

でございます。「地域自治組織等の取扱いについて承認を求める。」「城南町合併特例区の

規約については、別紙（案）のとおりとする。」ということでございます。 

１２８頁をお開きいただきたいと思います。こちらに「合併特例区規約（案）」を記載

しております。ご説明を申し上げます。第１条「設置」、第２条「名称」、第３条「設置

期間」につきましては、承認済みでございます。第４条「合併特例区の処理に関する事務」

でございます。「合併特例区は、次に掲げる事務を処理する。（１）区域におけるコミュ

ニティ関連施策に関すること。（２）区域における地域振興イベント並びに文化及び伝統

の継承に関すること。（３）区域における地域教育支援事業に関すること。」というふう



になっております。申し訳ございません、１３０頁をお開きいただきたいと思いますけれ

ども、こちらの方に参考資料といたしまして、ただいま申し上げました全部で１５事業を

挙げさせていただいております。詳細につきましては、１３１頁から１３３頁に記載をし

ております。続きまして、１２８頁に戻っていただきまして、第５条「事務所の位置」で

ございます。こちらは現在の城南町役場の所在地となっております。第６条「区長の任期」

「合併特例区の長の任期は、２年とし、再任を妨げないものとする。」というふうにして

おります。第７条「区長の権限」「区長は、合併特例区を代表し、その事務を総理する。」

第２項は、区長が欠けた時の職務の代理の件でございます。第８条「合併特例区協議会の

構成員の選任等」でございます。「合併特例区協議会の構成員は、区域内に住所を有し、

かつ、熊本市議会の議員の被選挙権を有する者のうちから、熊本市長が選任する。」第２

項は、「構成員の任期は、２年とする。」と定めております。第３項につきましては、「構

成員の再任」第４項につきましては、構成員の解任を掲げております。続きまして、第９

条でございますが、「合併特例区協議会の会長及び副会長選任等」でございます。「合併

特例区協議会に、会長及び副会長各１人を置き、構成員の互選によりこれを定める。」と

しております。第２項は、「会長及び副会長の任期」第３項は、「会長及び副会長の解任

について」でございます。続きまして、第１０条「合併特例区協議会の組織及び運営につ

いて」でございますけれども、「構成員の定数は、１６人以内とする。」としております。

現在、城南町が町として機能していくために必要であると議会が定めた議員の数を基準と

して採用させていただいております。２項につきましては、「合併特例区協議会の会議は、

定例会及び臨時会とし、区長が招集するものとする。」というふうにしております。第３

項につきましては、「会議開催の要件」第４項は、「会議の議長」第５項は、「構成員以

外の者の出席について」第６項は、「会議の公開について」第７項は、「会議の議事の可

否」を掲げております。続きまして、第１１条ですけれども、「この規約に定めるものの

ほか、合併特例区の組織及び運営に関し必要な事項は、合併特例区規則で定める。」とい

うことにしておりまして、本日は参考のために別紙で「富合町合併特例区協議会の組織に

関する規則」を提示しております。こちらの方に活動表が記載されておりますけれども、

いずれも活発な活動をされておられます。最後に補足でございますけれども、この規約は

合併の日から施行するといたしております。なお、この規約につきましては、先週行われ

ました議員専門部会におきまして、承認を得られております。以上でございます。 

 

会長 

ただいま、説明のありました協議第８号につきまして、何かご意見、ご質問はありませ

んか？特にございませんか？ 

 

（なし、との返答） 

 



会長 

それでは、次の協議項目へ移ってもよろしいでしょうか。 

 

（はい、との返答） 

 

会長 

 それでは、次に移らせていただきます。 

 続きまして、協議第１２号「一部事務組合等の取扱いについて」につきまして、事務局

からの説明をお願いいたします。 

 

事務局 

資料の１３７頁でございます。協議第１２号「一部事務組合等の取扱いについて」「一部

事務組合等の取扱いについて承認を求める。」「１ 宇城広域連合における城南町域にかか

る事務の取扱いについては、合併の日から平成２６年３月３１日までの間、熊本市として

加入する。その間、処理する事務は、「ふるさと市町村圏計画に関すること」「消防に関

すること」「し尿処理に関すること」「ごみ処理に関すること」「火葬場に関すること」

とする。」以上でございます。 

 

会長 

ただいま、説明のありました協議第１２号につきまして、何かご意見、ご質問はござい

ませんか？広域連合に関することですが。特にありませんでしょうか？ 

それでは、戸内委員さんお願いいたします。 

 

戸内委員 

 「合併の日から平成２６年３月３１日までの間、熊本市として加入する。」ということ

ですね。この期日についてお話をお願いします。 

 

会長 

それでは、「平成２６年３月３１日まで」のこの期日についての考え方ということでござ

います。 

どうぞ。 

 

事務局 

 富合町が昨年の１０月６日に合併をいたしまして、この時に宇城広域連合とこの期日に

ついて議論をいたしておりまして、この日付でご了解をいただいているということでござ

います。従いまして、宇城広域連合としても協議の中で同じ日付ということでいいのでは



ないかというふうなご理解をいただいていると、今の段階ではそういうふうなご理解をい

ただいているということでございます。 

 

会長 

 よろしいですか？ 

 それでは、八幡副会長さんお願いいたします。 

 

副会長 

 だいたい今の説明でいいかとは思いますが、数日前の宇城広域連合との会議で城南町も

富合町に合わせて４年間でということで了解をされました。 

 すみません、案としてでした。今度は議会でまた諮られます。すみません。 

 

会長 

 特に事務局からはございませんね。 

 他何かご意見、ご質問等はございませんか？よろしいでしょうか？ 

 

（はい、との返答） 

 

 それでは次に移ってもよろしいでしょうか？ 

 

（はい、との返答） 

 

会長 

 それでは、次に移らせていただきます。 

続きまして、協議第１６号「総務関係事業について（その２）」につきまして、事務局か

らの説明をお願いします。 

 

事務局 

資料の１５９頁でございます。協議第１６号「総務関係事業について（その２）」でござ

います。「総務関係事業について承認を求める。」「１．城南町域にかかる常備消防に関す

る事務については、合併の日から平成２６年３月３１日までの間、宇城広域連合に加入す

る。宇城広域連合脱退後、熊本市域と同等の消防体制の整備を行う。「２．入札事務（工

事関係）については、５年間は現行制度を継続する。ただし、指名参加願い及び資格審査

（工事関係）については、熊本市の例に統一する。」ということで１６２頁をお開きいた

だきたいと思います。 

 こちらの方に城南町と熊本市の制度の比較が載っております。契約事務の執行方法に違



いがあるということと、条件付一般競入札の対象となる設定金額、城南町は５，０００万

円以上、熊本市は１，０００万円以上ということで違いがあります。以上でございます。 

 

会長 

 ただ今説明のありました協議第１６号につきまして、何かご意見、ご質問ありませんか？

入札事務に関することですが。特にありませんでしょうか？ 

 

（ない、との返答） 

 

会長 

 無いようであれば次に移ってもよろしいでしょうか？ 

 

（はい、との返答） 

 

会長 

 それでは、次に移らせていただきます。 

続きまして、協議第１８号「市民生活関係事業について（その３）」につきまして、事務

局からの説明をお願いいたします。 

 

事務局 

 資料の１６５頁でございます。協議第１８号「市民生活関係事業について（その３）」「市

民生活関係事業について承認を求める。」「１．防犯協会については、熊本市の例に統一

する。ただし、防犯パトロール隊活動支援事業については、合併特例区の事業として継続

する。」「２．防犯灯設置補助金については、熊本市の例に統一する。」「３．勤務時間

外の対応については、熊本市の例に統一する。ただし、勤務時間外の戸籍届けについては、

当分の間、城南総合支所（仮称）でも受付を行う。」ということで１６８頁をお願いいた

します。 

 城南町におきましては、ＰＴＡで防犯パトロール隊を実施されておりまして、平成１７

年１２月１日から設置要綱を設置されまして毎月２０回程度パトロールを行われておられ

るところでございます。 

１６９頁に防犯灯の設置に関しましては、設置の時の補助率につきましては、城南町の

方が８０／１００ということになっておりますけれども、維持管理費につきましては、熊

本市の方に支給があるということで違いが出ているところでございます。以上でございま

す。 

 

会長 



 ただいま説明のありました協議第１８号につきまして、何かご意見、ご質問はありませ

んか？ 

 どうぞ、松岡委員さんお願いいたします。 

 

松岡委員 

 それに関連して１６９頁です。城南町において集落内の設置等に関する防犯灯が記載さ

れておりますが、まだ防犯灯を設置した方がいいという箇所が何カ所かあると聞いており

ます。そういった危機管理の問題が出ておりますので子供たちの安全、高齢者の安全確保。

これからやらなくていけない防犯灯の設置等もあると思いますので、このあたりのお考え

を是非お願いしたいと思います。 

 

会長 

防犯灯設置についての考え方ということですが。 

はい、どうぞ。 

 

事務局 

 事務局からお答えいたします。城南町の方では、平成２１年度の予算といたしまして集

落内の整備につきましても２１基、集落間につきましても３０基の予算措置をしていると

ころでございます。今後も出てくるとは思いますけれども、合併をする前にも最大限設置

を進めていきたいというふうに思っておりますので、将来的にわたりましては維持管理費

の方が熊本市の方が２，０００円で全域を賄うというふうになっておりますので、調整方

針といたしましては「熊本市の例に統一する。」ということで進めているところでございま

す。 

 

会長 

 松岡委員さん、よろしいでしょうか？ 

 他に何かございませんか？ 

 それでは、栄田委員さんお願いいたします。 

 

栄田委員 

 １７０頁の「勤務時間外の対応」についてお伺いをしたいと思います。この調整方針で

は「当分の間、城南町総合支所（仮称）でも受付を行う。」ということになっております。

現在、城南町では戸籍届けを休日でも夜間でも２４時間受付を行って出来ております。調

整方針では「当分の間」ということで先ほど調整方針の中で述べられておりますけれども、

今後、戸籍届け、それから大切な死亡時の埋火葬許可こういったものの手続きが熊本市も

市役所本庁に行かないでこの支所で今までどおり受けられるのかどうかをお尋ねさせてい



ただきたいと思います。 

 

会長 

 それでは、担当課の方からお答えをお願いいたします。 

 

事務局（熊本市 市民課） 

 熊本市役所の市民課でございます。勤務時間外の戸籍の届け出につきましては、城南支

所（仮称）でも受付を行うということになっておりまして、これまでどおりの住民サービ

スが提供されるということでご理解いただけると思います。なお、熊本市役所本庁舎にお

きましては、２４時間体制で戸籍の届出の受付を行っておりまして、死亡届出に伴います

埋火葬許可証の発行を行っております。このようなことから合併後はこれまでよりも住民

サービスは向上するものと思っております。以上でございます。 

 

会長 

 よろしいでしょうか？ 

 どうぞ他にご意見、ご質問あればお願いいたします。 

 戸内委員さん、お願いいたします。 

 

戸内委員 

 １７０頁の件ですけれども、城南町は夜間警備員の方が預かって処理をされているとい

うことで、国の趣旨とは違うことをやっているんです。ですから、支所となった場合にそ

の預かりをどうされるのか。その辺をお聞きしたいと思います。 

 

会長 

 それでは戸内委員さんからのお尋ねについて担当課の方からお願いいたします。 

 

事務局（熊本市 市民課） 

 市民課でございます。確かに戸籍の届出は預かりという形でなさっているというふうに

お聞きいたしております。戸籍事務は法定受託事務ということになっておりまして、法務

局のご指導をあおぎながら熊本市の市民課と町民課さんと詳細にわたりまして、お話合い

を続けたいというふうに思っております。 

 

会長 

 事務局の方からお願いします。 

 

事務局 



 今の状況は違法とは言いませんけれども、適法かどうかという問題はあるようでござい

ますので、そこを改善すべく今町民課とうちの市民課とで話し合いをしているということ

でございます。改善をしていくような形で新しい体制で臨ませていただきたいということ

でございます。 

 

会長 

 よろしいでしょうか？ 

 どうぞ他にありますればお願いいたします。他ございませんか？ 

無いようでありますれば次に移ってもよろしいでしょうか？ 

 

（はい、との返答） 

 

会長 

 それでは次に移らせていただきます。 

 続きまして協議第１９号「健康福祉関係事業について（その２）」につきまして事務局か

らの説明をお願いいたします。 

 

事務局 

 資料の１７１頁でございます。協議第１９号「健康福祉関係事業について（その２）」で

ございます。「健康福祉関係事業について承認を求める。」「１．地域包括支援センターに

ついては、第５期介護保険事業計画（平成２４年度～２６年度）までは現行のとおり継続

し、その後熊本市の例に統一する。「２．老人クラブ補助金については、５年間現行のと

おり継続し、その後の取り扱いについては、新市において協議・検討する。」ということ

で１７６頁をお願いいたします。 

現在、城南町におきましては、平成２２年度から包括支援センターは社会福祉協議会の

方へ委託をされているところでございまして、そのうち保健師については、町職員にて対

応をされているところでございます。 

また右の頁、老人クラブ補助金につきましては、助成金の支給に違いがあるようでござ

います。以上でございます。 

 

会長 

 ただいま説明のありました協議第１９号につきまして、何かご意見、ご質問はあります

でしょうか？特にありませんでしょうか？ 

 

（なし、との返答） 

 



会長 

 それでは、次に移ってもよろしいでしょうか？ 

 

（はい、との返答） 

 

会長 

 それでは、次に移らせていただきます。 

 続きまして、協議第２０号「子ども未来関係事業について（その３）」につきまして、事

務局からの説明をお願いいたします。 

 

事務局 

資料の１７９頁でございます。協議第２０号「子ども未来関係事業について（その３）」

でございます。「子ども未来関係事業について承認を求める。」「１．延長保育（幼稚園で

の預かり保育）については、５年間現行のとおり継続し、その後の取り扱いについては、

利用状況等を踏まえ新市において協議・検討する。」「２．幼稚園給食については、当分

の間現行のとおり継続する。」 

 １８２頁をお願いいたします。城南町におきましては、午後３時までに迎えに来られな

い家庭の園児を午後５時まで保育を行うというような延長保育をされておられますけれど

も、熊本市の方では実施をされておりません。 

右の頁にいきまして、幼稚園給食の件に関しましては、城南町におきましては、単独の

調理場を１園持っていらっしゃいまして、町で管理が行われております。また調理員１名、

調理員補助１名を配置されておりられます。以上でございます。 

 

会長 

 只今説明のありました協議第２０号につきまして、何かご意見、ご質問はありますか？ 

 どうぞ、松岡委員さんお願いいたします。 

 

松岡委員  

１８２頁の延長保育についてです。私立という点では熊本市内でも実施されているとこ

ろは多いですね。公立が確かいくつかあったと思いますが、今後全く延長保育は公立幼稚

園では考えていないのですか？お尋ねしたいと思います。 

 

会長  

 それでは、ただいまのお尋ねについては、担当課の方からお願いいたします。 

 

事務局（熊本市 保育幼稚園課） 



熊本市の保育幼稚園課でございます。公立は熊本市に現在７園ございまして、現在は実

施しておりません。今後について、まだ今のところ実施するということは検討しておりま

せん。今後についてはですね。 

 

会長 

 事務局からお願いいたします。 

 

事務局  

確かに今のところご存知のとおり熊本市には私立幼稚園が結構ございますので、検討し

ている状況ではございませんが、もし城南町と合併をした場合には、当然城南町の特殊性

というものもございますので、今公立幼稚園だけがあるという城南町の状況でございます

ので、そこらへんは当然検討していく対象になるだろうということで、「新市において協

議・検討する」という文言を入れているのはそういうことでございます。 

 

会長 

 松岡委員さん、どうぞ。 

 

松岡委員 

今なぜお聞きしたかというと、少子化時代なんですよ。特に若いお母さん方も共稼ぎに

出られている。城南町でも一緒です。だから公立でも延長保育をやって欲しいという声が

非常に城南町では強いんです。ですから、将来、協議方針でも「協議・検討する」となっ

ていますけども、同じ歩調で出来たら是非公立の幼稚園でも延長保育をされたら、私立の

幼稚園だけでなくてそういうお答えが聞きたかったわけです。以上です。 

 

会長  

 どうもありがとうございます。 

他に何かご意見、ご質問はありませんか？ 

 はい、戸内委員さんお願いします。 

 

戸内委員  

１８３頁の幼稚園の給食の件ですが、城南町の幼稚園では、特に食についてアレルギー

の強い子供もおりまして、ずっとこういう形で幼稚園の給食ということでやっているんで

すけれども、調整方針では「当分の間現行のとおり継続する」。「当分の間」とはいつまで

なのか、その辺をちょっとお聞きしたい。 

 

会長  



 それでは、これは事務局からお願いします。 

 

事務局 

これは、現在やっておられる制度でございまして施設もございます。ということでござ

いますので、やめるということはなかなか、理由もなかなか立ちにくいということもござ

います。ただ、ずっとやるかどうかということになりますと、これはまた環境の変化、そ

の他もあるということで、かなり長い時間の「当分の間」というふうにご理解いただけた

らというふうに思います。 

 

戸内委員 

こういうのが一番あやふやで。 

 

事務局 

 逆の言い方で言いますと、５年で切るということではないということでございます。 

 

戸内委員 

だから５年でないけれども、１０年とかに変えるとか。私は是非こういうのは少子化現

象の中で子どもを大事に育てようとかというような方針の中で、やっぱり前にも言いまし

たように、政令市を目指している熊本市の方でも、是非こういう形を何か検討していただ

きたいなと。確かに経費の面もあるだろうけれども、地方の良い点はやっぱり取り入れて

もらって。今日この場では検討はできないでしょうけれども、是非こういうこともお願い

をしたいと。そうでなければ合併して子どもたちのために、アレルギーの強い子もいるん

ですよ、本当に。そういう子どもたちのために幼稚園単独で、１人でも２人でもそういう

子どもがいれば別の食事を作ってやっているんです。それだけ、やっぱり地域の子どもを

大事に育てようという気持ちが強い中でこういうことをやってきたんだけれども、是非熊

本市も「当分の間」といっても５年は大丈夫、では５年以降はどうなるのかという心配も

あるし、少しは配慮が欲しいなと。 

 

事務局 

今日、担当課も来ておりますので、ご意見を承らせていただくということにさせていた

だきたいと思います。この場でお答えというのはなかなか困難だと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

 

会長  

よろしいでしょうか？ 

どうぞ、他にあればお願いいたします。 



松岡委員さん、どうぞ。 

 

松岡委員  

今の戸内委員の話にも関連しますけれども、幼稚園でも学校でも食育というのは非常に

大事にしているんです。今の子どもたちはどっちかというと、お父さんお母さんが共稼ぎ

で朝早く出て、そして子どもに朝食を食べさせない。あるいは昼も勝手に適当にご飯を買

いなさいと。非常に食育が大事なんですよ。そういう側面での教育が隈庄幼稚園でも行わ

れているんですよ。そういった意味でこの「当分の間」というのは、非常に気になった文

言なんですけれども、できたら実情に合った幼児教育をして欲しいという狙いが私どもの

気持ちにあるわけです。是非是非前向きにお考えいただきたいということでお願いいたし

ます。 

 

会長  

再度のご要望ということでございますので、しっかりと受け止めさせていただきたいと

いうふうに存じます。 

どうぞ、他にありますればお願いいたします。 

どうぞ、お願いいたします。 

 

中山委員  

先程から問題になっております、松岡委員さんとか戸内委員さんから出たこの延長保育

とか食育の件ですけれども、市側としては今あるのをそのまま維持という感じで私はずっ

とお聞きしているんですけれども、確かに先程から城南の方から出ている意見として、こ

れは非常に良いことだと思います。だからこの城南町さんとの合併に関してだけではなく、

今後の植木町さんとか、また益城町さんが復活した場合に熊本市はこれだけ充実している

んだよと、あなたたちのおかげで熊本市も良くなったんだからと胸を張って言えるように、

今後の検討課題ではなく、是非実行したいというふうな意見を是非出して欲しいなと思う

んですけど、いかがでしょうか。 

 

会長  

ただいまのご意見については、事務局の方からお願いします。 

 

事務局 

実は、何でこういう曖昧なお答えをしているのかといいますと、幼稚園と保育園の役割

分担というものがございまして、保育園の方では当然ながら給食をしているという実情が

ございます。保育園の方では食育、その他もちゃんとやっているというようなこともござ

いまして、そこら辺の調整という問題があってちょっと曖昧なお答えをしているというこ



とでございまして、次回までにちょっと検討させていただきまして正確なお答えをさせて

いただきたいと思います。 

 

会長 

考え方を整理いたしまして、ただいま複数の委員さんからご意見が出ておりますので、

その辺の考え方を整理したうえで、市としての今後の考え方につきまして、次回ご報告を

させていただきたいというふうに存じます。 

 他はございませんでしょうか？ 

 それでは、次に移ってもよろしいでしょうか？ 

 

（はい、との返答） 

 

会長 

 それでは、次に移らせていただきます。 

 続きまして、協議第２１号「環境保全関係事業について（その２）」につきまして事務局

からの説明をお願いいたします。 

 

事務局 

 資料の１８５頁でございます。協議第２１号「環境保全関係事業について（その２）」「環

境保全関係事業について承認を求める。」「１．次の事業については、熊本市として宇城

広域連合に加入している間は現行どおりとし、その後は熊本市の例に統一する。廃棄物の

処理及び清掃、ごみ収集事業」 

 １８７頁をお願いいたします。可燃ごみ以外のごみの収集の回数がここに書いてありま

すとおり異なっております。また資源物等の分別品目数とか収集方法が異なっております。

熊本市におきましては袋収集、城南町におきましてはコンテナ収集ということになってお

りまして、また大型ごみの種類、収集方法が異なっております。 

 １８８頁にまいりまして、ごみ袋につきましては熊本市も１０月より有料化を実施する

事になりまして、左の表のとおりの料金体制となっております。以上でございます。 

 

会長 

ただいま、説明がありました協議第２１号につきまして、何かご意見、ご質問があれば

伺ってまいります。いかがでしょうか？ 

 岩下委員さん、どうぞ。 

 

岩下委員 

 このゴミ収集に関しては、城南町の方が熊本市よりもかなり進んでいると思っておりま



す。そういう中で合併協議会の調整方針が「熊本市として宇城広域連合に加入している間

は現行のとおりとし、その後熊本市の例に統一する。」ということは、今熊本市のところに

書いてあるこの内容にするということでしょうか？ 

 

会長 

 ただいまのお尋ねについては担当課の方からどうぞ。 

 

事務局（熊本市 廃棄物計画課） 

 熊本市の廃棄物計画課でございます。基本的には、宇城広域連合に加入していらっしゃ

る間は、城南町さんの現行方式を継続いたしまして、その後脱退された後は熊本市の例に

ならうということで進めさせていただきたいというふうに考えておりますけれども、例え

ば先ほどおっしゃいました資源物の分別の状況、確かに熊本市では１１品目しかないのに

城南町さんは１６品目に分けてされている。コンテナできちんと分けて分別をされている

という状況でございます。そういう状況がありましたので、基本的には熊本市の例でいき

たいというふうに考えておりますけれども、現在、熊本市におきましても家庭ごみ袋の有

料化も１０月から始めまして、その後そういった財源を活用してそういったリサイクルを

進めさせていただきたいというふうに考えておりますので、これらの整合性も含めますけ

れども、合併後の城南町地域のゴミ収集処理につきましては、十分な検証、検討を行った

上でもっとも効果的な方法にしていきたいというふうに考えているところでございます。 

 

会長 

 いかがでしょうか？ 

 

岩下委員 

 今の答えだったらこちらの文章とだいぶん違いますよね。だからたまには「城南町の例

に統一する」というのもあってもいいのではないでしょうか。市内の場合はかなり努力が

いると思います。城南町の場合は、小さな町ですからそうでもないけれども、それでもこ

こまで来るのに大変だったんです。これを「熊本市に例に統一する」ということは極端に

言うと悪くなるということでしょう？そんなことは出来ませんよ。「城南町の例に統一す

る」と、そこまでは言いませんけれども、そういう思いでやっていただかないとこれはち

ょっとまずいのではないですか？この前、熊本市内を見に行ったけれども、ひっちゃかめ

っちゃかでしたよ、私たちから見れば。これはやっぱり考え直していただきたいと思いま

す。ご提案いたします。 

 

会長 

 それでは、ご提案ということですけれども、事務局の方からお願いします。 



 

事務局 

 ご提案をいうことで承らせていただいて検討させていただきます。文言も含めて検討さ

せていただきたいと思います。 

 

会長 

 岩下委員さん、どうぞ。 

 

岩下委員 

 ごみ袋の数が多いのは良いとして、大型ごみが９００円ということで、これは個別収集

をされるのでしょう？これを見ると個別収集だから個人の家に行って回収されるわけです

ね？城南町の場合は、１か所に待ってきてもらって１００円なんです。ということでこの

辺も含めて検討していただきたいと思います。「熊本市の例に統一」は出来かねます。よろ

しくお願いします。 

 

会長 

 戸内委員さん、どうぞ。 

 

戸内委員 

 今の岩下委員の話に関連しますけれども、私は宇城広域連合の議員でもありますけれど

も、宇城クリーンセンターというのがございまして、そこからの要望でごみの減量化を図

る中で広域連合に対して全部ごみ分別収集をしてほしいということで、城南町も遅れまし

たけれども今年に全部ゴミ収集をやっていくということになって、クリーンセンターの管

轄内の町村は全部分別収集をやっているんです。ごみの減量化は熊本市も新聞あたりで西

部のクリーセンターの建設問題でいろいろ住民の方とやっておられるのでしょう？だから

クリーンセンターというゴミ処理場の維持管理、あるいは地域とのいろいろ調整を図って

いく中で、いかに減量化を図るかというのも一つの課題だろうと思いますし、合併したら

熊本市にということになると我々からすると後退するわけです、意識が。せっかくこうい

う形で、そういう処理場に対しても住民も協力しなければいけないということで決定した

ことが後退するということになってしまいますから、やはり是非この件についてもこうい

うことではなくて、熊本市の方で変えていただきたいなというふうに思います。 

 

会長 

 それでは事務局の方からお願いします。 

 

事務局 



 今のお話の趣旨、十分に理解させていただきましたので次回、内容についても検討させ

ていただきたいなと。それでその間、城南町とも協議をさせていただいて修正する部分が

ありましたら修正させていただきたいと思います。 

 

会長 

 ただいま事務局から申し上げましたとおりではありますので、ただいまのご意見を踏ま

えた中で調整方針については再度検討をさせていただくということと、それから私共この

１０月から有料化に取り組ませていただきます中で、分別等も品目を増やしてまいります

のでその辺のご説明も合わせて行わせていただきたいというふうに考えております。これ

からの熊本市としてリサイクル減量化に向けての取り組みについても合わせてご説明をさ

せていただきたいというふうに考えております。 

 他はございますか？他はよろしいでしょうか。 

 

（なし、との返答） 

 

会長 

 それでは、次に移ってもよろしいでしょうか？ 

 

（はい、との返答） 

 

会長 

 それでは、次に移らせていただきます。 

 続きまして、協議第２２号「経済振興関係事業について（その２）」につきまして事務局

からの説明をお願いします。 

 

事務局 

 資料の１９２頁でございます。協議第２２号「経済振興関係事業について（その２）」で

ございます。「経済振興関係事業について承認を求める。」「１．土地改良区運営費補助金

については、５年間は現行の制度を維持し、その後の取り扱いについては、土地改良区と

協議のうえ調整を行うものとする。」「２．農業集落排水使用料については、合併時に熊

本市の公共下水道の使用料金に統一する。」「３．農業集落排水受益者分担金については、

熊本市の公共下水道受益者負担金制度と同一の制度とする。」「４．商工会補助金につい

ては、５年間は現行の制度を維持し、その後の取り扱いについては、商工会と協議のうえ

調整を行うものとする。」 

１９６頁をお願いいたします。こちらに農業集落排水事業の下水道使用料について記載

をしております。熊本市には存在しない事業でございまして、熊本市の公共下水道と同じ



料金体制にするとすれば、従量制の場合、一般家庭用世帯の小口使用者は熊本市が低額と

いうふうになっておりますけれども、使用量４５㎥/月以上の事業所等の大口使用者は熊本

市が高額に設定をされております。また一般家庭用の井戸水の場合には、城南町が１人世

帯では低額となりますけれども、２人世帯以上は、熊本市の方が低額に設定されていると

ころでございます。 

 続きまして、１９８頁をお願いいたします。受益者分担金についてですけれども、城南

町の公共下水道と農業集落排水の受益者分担金は同一でございます。仮に、公共下水道負

担金と比較をいたしますと、８００㎡以下の土地面積については、熊本市が低額となりま

して、８００㎡以上の土地面積につきましては、熊本市が高額となるようでございます。

以上でございます。 

 

会長 

ただいま、説明がありました協議第２２号につきまして、何かご意見、ご質問はありま

せんか？特にありませんか？ 

 

（なし、との返答） 

 

会長 

 無ければ、次に移ってもよろしいでしょうか？ 

 

（はい、との返答） 

 

会長 

 それでは、次の協議項目に移らせていただきますが、ちょうどここで３時過ぎまして１

時間半ほど過ぎましたので一旦休憩をさせていただきたいと言うふうに存じます。３時１

０分から再開をいたしますのでご協力をお願いいたします。 

 

（ 休 憩 ） 

 

会長 

それでは、再開をさせていただきます。 

引き続き、協議第１３号「使用料・手数料の取扱いについて」につきまして、事務局か

らの説明をお願いいたします。 

 

事務局 

資料の１４１頁をお願いいたします。協議第１３号「使用料・手数料の取扱いについて」



「使用料・手数料の取扱いについて承認を求める。」「住民の一体性の確保や負担の公平

の観点により、両市町で同一または同種の使用料・手数料については、原則として熊本市

の例に統一する。ただし、両市町のこれまでの経緯、実績等を配慮し、新市に移行後も当

分の間現行どおりとするなど経過措置を設けるものとする。」 

１４４頁１４５頁に使用料、手数料の一覧を掲載しております。以上でございます。 

 

会長 

 ただいま説明のありました協議第１３号につきまして、何かご意見、ご質問はありませ

んか？１４４頁１４５頁のところをご覧いただければというふうに思います。既に協議会

で承認済みのものもございますし、幹事会で承認済みのものもございます。今回提案分も

いくつか含まれております。ございますか？ 

 それでは、岩下委員さんどうぞ。 

 

岩下委員 

 無いということです。 

 

会長 

 失礼ましました。 

 よろしいでしょうか？ 

 

（はい、との返答） 

 

会長 

 それでは、次に移ってもよろしいでしょうか？ 

 

（はい、との返答） 

 

会長 

 それでは、次に移らせていただきます。 

 続きまして、協議第１４号「公共的団体等の取扱いについて」につきまして、事務局か

らの説明をお願いいたします。 

 

事務局 

 １４７頁でございます。協議第１４号「公共的団体等の取扱いについて」「公共的団体等

の取扱いについて承認を求める。」「新市の速やかな一体性を確立するため、それぞれの

自主性を尊重するとともに、これまでの経緯、実情等を配慮しながら公共的団体等の統合



に努める。」 

 １５０頁をお願いいたします。こちらは先ほどの協議第１３号のものとも合わせまして

これまで協議、提案を申し上げたものについての再掲でございます。こちらのほうに公共

的団体等一覧を掲載しております。以上でございます。 

 

会長 

 ただいまの説明につきまして、何かご意見、ご質問はありますか？ 

 特にありませんか？ 

 

（なし、との返答） 

 

会長 

 それでは、次に移ってもよろしいですか？ 

 

（はい、との返答） 

 

会長 

 それでは、次に移らせていただきます。 

続きまして、協議第１５号「補助金・交付金等の取扱いについて」につきまして、事務

局からの説明をお願いいたします。 

 

事務局 

 １５１頁でございます。協議第１５号「補助金・交付金等の取扱いについて」「補助金・

交付金等の取扱いについて承認を求める。」「両市町で同一または同種の補助金等につい

ては、原則として熊本市の例に統一する。ただし、城南町独自の補助金等は、これまでの

経緯、実績等を配慮し調整するものとする。」 

 １５４頁から１５８頁まで掲載されておりますけれども、こちらも再掲でございます。

以上でございます。 

 

会長 

 ただいま説明のありました協議第１５号につきまして、一覧は先ほど説明のありました

とおり１５４頁から１５８頁までということでございます。再掲ということでございます

が、何かご意見、ご質問等はありませんか？ 

 

（なし、との返答） 

 



会長 

 それでは、次に移ってもよろしいでしょうか？ 

 

（はい、との返答） 

 

会長 

 それでは、次に移らせていただきます。 

 続きまして、協議第１１号「合併市町村基本計画について（素案）」につきまして、事務

局からの説明をお願いいたします。 

 

事務局 

１３５頁でございます。協議第１１号「合併市町村基本計画について（素案）」「合併市

町村基本計画について承認を求める。」「合併市町村基本計画については、別添のとおり

とする。」 

 別添ということで「熊本市・城南町新市基本計画（素案）（城南地域）」をお配りしてい

ると思います。この表紙に目指すまちの姿ということで書いております。「悠久の歴史がい

ぶき、豊穣の大地が生み出す豊かな恵みの中で、健やかでうるおいのある暮らしが営まれ、

新市南部の拠点をしての活気にあふれるまち」というふうにさせていただいております。 

１枚めくっていただきまして、目次のところをご覧いただきたいと思いますけれども、

テーマを全部で第１２章までの構成になっております。「第１章 序論 １．両市町を取り

巻く現状と合併の必要性。２．計画の策定方針。」「第２章 新市の概要 １．熊本市・

城南町の概況。２．歴史。３．位置・地勢。」「第３章 主要指標の見通し １．人口。

２．一世帯当たりの人員・世帯数。」「第４章 新市の特性と新しいまちづくり １．新

市の特性。２．まちづくりの方向。」「第５章 まちづくりの基本方針 １．まちづくり

の基本理念。２．めざすまちの姿。３．まちづくりの重点的取り組み。」となっておりま

す。「第６章 新市の施策 １．一人ひとりの人権が等しく尊重され、わけ隔てなく参画

できる社会の実現。２．ともに支え合い、文化に親しみ安全で安心して心豊かに暮らせる

生活の実現。３．生涯を通して健やかで、いきいきと暮らせる保健・福祉の充実。４．子

育てしやすく、子どもたちの健やかな成長をはぐくむ環境づくりの推進。５．豊かな人間

性と未来を切り拓く力をはぐくむ教育の振興。６．水と緑の良好な環境の保全と循環型社

会の構築。７．地域の活力をつくりだす産業・経済の振興。８．安全でだれにも優しく使

いやすい都市基盤の充実。」「第７章 基本計画の推進に向けて １．協働と自主自立に

よるまちづくり。２．信頼される市政運営。３．効率的で質の高い行政運営。４．市域を

越えた広域的連携。５．合併後の円滑なまちづくりの推進。」ということで１枚めくって

いただいて、「第８章 新市の主要施策一覧」「第９章 本地域における土地利用」「第

１０章 新市における県事業の推進」「第１１章 公共的施設の適正配置・整備」「第１



２章 財政計画」というふうになっております。 

 ２４頁をお開きいただきたいと思います。こちらに「新市の主要事業」というものを掲

載しております。まず、この一覧表の見方でございますけれども、右の頁の一番下、表中

の◎は、城南地域における新規事業。●は、市制度統一に伴う城南地域新規・拡充事業。

○は、城南地域において既に行われている事業ということでございます。新市の主要事業

を８項目に分類したものをここに掲載してございますけれども、１の主要事業といたしま

して、「人権教育啓発推進事業」「男女共同参画推進啓発事業」でございます。２につき

ましては、ハード事業といたしまして、「消防出張所整備事業」に約２億円、「防火水槽

整備事業」に約１億円、「地域コミュニティセンター建設事業」が約２億円。ソフト事業

といたしまして、「地域コミュニティセンター運営事業」「町内自治会活動支援事業」「ま

ちづくり活動支援事業」「芸術文化出張講座事業」３につきましては、ソフト事業といた

しまして、「熊本市優待証（さくらカード）交付事業」「生きがい活動推進事業」「各種

健康診査事業」「国保健康づくり事業」４につきまして、ハード事業といたしまして、「児

童館建設事業」に約1億円。ソフト事業といたしまして、「ひとり親家庭等医療費助成事業」

「病児・病後児保育事業」「乳幼児医療費助成事業」右のページにいきまして、５につき

まして、ハード事業といたしまして、「図書館建設事業」に約９億円、「総合スポーツセ

ンター（仮称）整備事業」に約２１億円、中学校プール改修事業」に約２億円。ソフト事

業といたしまして、「少人数学級事業」となっております。６番につきましては、ハード

事業といたしまして、「雁回山遊歩道整備事業」に約３千万円。ソフト事業「雨水貯留施

設整備事業」「漱石の森づくり事業」「太陽熱温水器設置補助事業」「資源ごみ分別収集

事業」となっております。７番につきましては、ハード事業といたしまして、「物産館建

設事業」に約２億円、「浸水対策事業」に約５億円。ソフト事業といたしまして、「企業

立地促進事業」「農業金融支援事業」「中小企業振興助成事業」「地域農業活性化支援事

業」「中心市街地活性化事業」「火の君まつり事業」「夏まつり事業」となっております。

最後の８番でございますけれども、ハード事業といたしまして、「道路整備事業」に約２

５億円、「スマートインターチェンジ整備事業」に約８億円、「汚水処理施設整備事業（公

共下水道等）」に約５０億円、「上水道整備事業」に約６０億円。ソフト事業といたしま

して、「城南町中央土地区画整理事業の促進」というふうに記載をいたしております。 

 それにつきまして、財政計画のところですけれども、３１頁をお開きいただきたいと思

います。「新市財政計画の概要」をここに記載しておりまして、平成２１年度から平成３

０年度の合計でございます。歳入歳出合計で２兆２，８６８億円となっております。右の

方にまいりまして、新市計画重点事業といたしまして約７８億円、その他の事業といたし

まして約２３億円、合計いたしまして城南地域における投資的経費の総額といたしまして

約１０１億円というふうに記載しております。以上でございます。 

 

会長 



 ただいま説明のありました協議第１１号「合併市町村基本計画（素案）」につきまして、

何かご意見、ご質問あればお願いいたします。 

 岩下委員さん、どうぞ。 

 

岩下委員 

 この冊子を読ませていただきましたけれども、ありとあらゆることがこれに書いてある

わけです。これだけのことができれば言うことはないんですけれども、私たちが心配する

のは、これだけあれもこれもやりますと書いてあるのだけれども、果してこれがどれだけ

実現するのかというのがちょっと心配なんです。これだけ出来れば何も文句は無いんです

けれども、果してこれだけ全部出来るのかなと。そういう懸念があります。そういった中

で一つの検討材料として飽託４町が平成３年に合併されて１８年間で、そこと合併された

時にもこれと同じようなものを作られたんですよね？それに対する実績というものをお聞

きしたいと思います。ここには良い事が書いてありますからこれが１００％出来れば何も

言うことはないんですけれども。こういう形でやって果して１０年後にどれだけ出来てい

るのかというのが問題になってくると思います。その場合、この実現が悪くなれば住民に

対しても非常に申し訳ないし、協議をしたと喜んでばかりもいられないわけです。ですか

ら、今まで合併されたところがどうなったのかということを知りたいという気持ちがある

ので、私たちも地域の住民の方々のお話をある程度聞いています。だけれども、こういう

形で計画が出来ているのであれば、これに対する進捗状況が今の時点でわかっているはず

なのでそれを提供していただきたいというのが１つです。 

 あと、旧町の発展が１８年間の間でどのようになったのか。例えば町の人口が増えたと

か、企業が進出したのかとか。合併したことによってどうなったのか、何が出来たのか。

こういうことを知りたいということでございます。 

 それから、この費用が１００億円ちょっとかかりますけれども、さっき私がお尋ねした

城南町の基金がおそらく本年度の末で１７億円ぐらいあると思うんですけれども、このお

金がこの１００億円の中に含まれているということで解釈していいのか。城南町が今まで

貯めてきたものに国からの助成金とかそういうものがあってその費用を捻出していると思

うんです。もし、植木町と城南町が合併して政令市になったら都市計画税というのは入っ

てくると。これは当然城南町の為に使うということですからそれが１００億の中に入って

いるのかというのはわかりませんけれども、そういうような形になると。 

 あと一つは、そういう中でさらに住民負担がこれをすることによって増えないかどうか。

これをすることによってまた住民がいろいろなお金を払わなくてはいけないのかどうかと

いうのを聞く義務がある。 

 いくつか申し上げましたことについてお答えをいただきたいと思います。 

 

会長 



 飽託４町との合併の検証を中心として何点かお尋ねがございました。なかなか今資料が

揃っているかどうかですが、今お答えできる範囲で答えていただいて不足分については大

事なポイントだというふうに思いましたので次回というようなことも考えてほしいという

ふうに思いますが、とりあえず事務局の方からお願いします。 

 

事務局 

 まず、お答えできるところからお答えいたします。 

 最初のお尋ねの旧飽託４町の合併におきまして当時は建設計画と、今の法律では新市基

本計画という形になっております。当時の建設計画では、今回と同じように金額をちゃん

と出しております。５年間でこういうことをやりますというようなことでいたしておりま

して、旧飽託４町の場合は、当時の資料によりますと建設計画の投資額は約２６０億円と

いうふうに予定されておりました。それで５年間で実際行ったのは３９２億円ということ

でございまして約１．５倍の投資を行っているということになります。１０年に引き延ば

しますとだいたい２．６倍ぐらいというような形でやっているということでございまして、

５年間で投資が終わりということではなくて、その後もずっと着々と投資を行ってきたと

いうふうなことでございます。従いまして、当初のお約束をそのまま正確に実行している

と、それ以上にやっているという現状でございます。 

 それで何に使ったのかと言いますと、それぞれの地域の中で必要なもの、水道でござい

ますとか、道路でございますとか、学校でありますとかそれぞれの町によって必要なもの

を優先的にやってきたというような経緯がございます。どういうものが出来たかと申しま

すと、例えば総合支所の庁舎が出来たところもございますし、学校を建て直したところも

ございます。道路が非常に良くなったところもございます。そういう意味では旧飽託４町

が合併されて水道を全部やり代えたというところとか目に見えない部分もございましてそ

ういうところの方々はあまり変わっていないではないかとおっしゃるところもございます

が、水道管を全部処理し直したというような例もございました。それぞれその地域で一番

必要なことをその当初のそれぞれの合併協議で行った協議に基づいて忠実に実行していっ

たというようなことです。 

 それから、人口とか事業所とかは手元に資料がございませんので、これは調べまして後

日ご報告をさせていただきたいと思います。 

 それから、１００億円ということでございますが、１００億円はあくまでも普通会計ベ

ースの話でございます。３１頁を見ていただきますと新市基本計画でというのは、城南町

が単独の場合は行われないであろう、そして合併をすることによって行われるであろうと

いう事業が７８億円というところです。そして城南町が単独の場合に今後１０年間で投資

されるであろう金額が２３億円ということで、こういうふうな形でご理解いただけたらと。

それから１００億円の中に、例えばこれは普通会計ベースでございますが、城南町の特色

といたしました２５頁にもございますように汚水処理施設に約５０億円、上水道整備事業



に約６０億円というものが新たに投資されると。新たといいますか、すでに城南町で単独

な場合は無かった事業ではございますが、これらのものが投資をされるということでご理

解いただけたらと思います。 

 それから都市計画税のお話がございましたけれども、もし政令指定都市になったらでは

ございますが、これにつきましては、当然の事ながら城南地域で使わせていただくと、財

源として使わせていただくということでございます。従いまして、２３億円というのはこ

のままこのとおりにやりますので、現在城南町で投資をされておりますさまざまな事業が

あると思いますけれども、これは継続して続けていくというふうにお考えいただけたらと。

以上でございます。 

 

会長 

 岩下委員さん、どうぞ。 

 

岩下委員 

 わかりました。今の内容を聞くと飽託４町の方はかなりの実績が出来ているということ

ですからそれは非常に安心しましたし、住民の皆さんに対する説明も熱い気持ちで出来る

と思います。出来れば簡単な資料に書いていただいてその方がわかりやすいと思いますの

でお願いします。 

 あと２５頁で「城南町中央土地区画整理事業の促進」ということで、これに関してはこ

れだけしか書いてないので、現在の城南町の中では土地区画整理事業の促進というのは今

現在非常に大事なポイントなんです。他のところは今からやるというものですけれども、

これは今現在やっている進行してやっている非常に大きな問題なんです。ですから、ここ

に金額が書いていないというのはちょっと。だいたいどれくらいなのか。 

 

会長 

 それでは事務局の方から。 

 

事務局 

 恐縮ですが、城南町の事務局の方からお答えをいたします。土地区画整理事業の取り扱

いにつきましては、先ほど協議項目の中に出てまいりまして必要な支援につきましては早

期完了、早期解散を目指した協議を組合さんと行わせていただきたいということで協議が

なされております。城南町におきましては、熊本市の制度に無い組合の運営補助というも

のを持っております。この補助につきましては、現段階におきましては調整方針の中にあ

りましたように平成２３年度が事業の完了予定でございます。当然ながら平成２３年度ま

では今の城南町の要綱を継続していただくというような調整方針だったと思います。さら

に、その事業が遅れた場合につきましては、必要な運営の補助等につきまして組合と協議



をしながら出していきたいということになっておりますので、現段階でいくらのなるのか、

計画通りに終わればそれで済むわけでございますし、計画通りにいかなかった場合には、

今毎年支払っております組合に対する運営補助が毎年出てくる可能性もございますので、

今の段階で終わらない想定の金額を出すというのはなかなか困難でございますのでこのよ

うな記載とさせていただいております。以上です。 

 

岩下委員 

 わかりました。なら安心していていいということですね。 

 

会長 

 他にございませんか？ 

 戸内委員さん、どうぞ。 

 

戸内委員 

 新市の施策の中で１６頁の（２）に「安心・安全のための保健衛生と医療の推進」「医療

機関と連携し、救急医療体制や災害時における医療の確保に努めます。」あるいは、（３）

の「高齢者や障がいのある人などへの生活支援」とか書いてあります。投資的事業につい

ては先ほど数字的なところでわかりましたけれども、新市計画の中でこういうお答えをさ

れるなら、県知事も「長寿を恐れない社会を作ろうではないか」というふうなこともうた

っておられますし、それから我々のところは、たまたま医療機関として済生会もあります

し、中央病院もありますし、市民病院もあります。富合町、城南町にも地域の医療、介護

のいろいろな施設もございます。ですから、熊本市もこの南部については、いわゆる「ホ

スピタウン」みたいな構想を持っているのだというようなものをこの中に立ち上げてほし

いなと。具体的な文言で。いろいろな構想はこれから先の話ですけれども、もっと夢のあ

るような政策を新市基本計画で訴えてほしいと。これは要望です。 

 

会長 

 ご要望ということでございますので受け止めさせていただきまして次回までに検討を進

めさせていただきたいというふうに思います。 

 他に何かご意見等ございませんか？ 

 では、事務局からどうぞ。 

 

事務局 

 実は●というのは熊本市独自の事業といいますか、これから事業のとか熊本市独自の事

業ということでございまして、それだけではなかなかご理解いただけないのではないかと

思いました。従いまして、次回までの間にそれぞれのご説明をした資料を作らせていただ



きまして、それぞれ皆様にお届けしたいと思います。こういう事業ですということがわか

らないとなかなかわからないと思いますので送らせていただきたいと思います。 

 

会長 

 それでは事業項目だけでありますので、それぞれの内容の説明文を次回までに用意して

ほしいと思います。 

 他ございませんか？ 

 岩下委員さん、どうぞ。 

 

岩下委員 

 この場で区役所の意見を言っていいのかわかりませんけれども、まだ後で質問の機会は

ありますか？ 

 

会長 

 協議項目以外の「その他」というところもございますので、一応協議項目以外というこ

とになりますので「その他」のところでお願い出来ればと思います。 

 他ございせんか？ 

 

（なし、との返答） 

 

会長 

 それでは、他ご意見等無いようでございますので本日提案分の協議項目につきましては、

これを持ちまして終了とさせていただきます。 

 それでは、最後に次第５の「その他」となっておりますのでここで岩下委員さん、お願

いいたします。 

 

岩下委員 

 区役所の問題なんですけれども、以前もご質問したんですけれども、合併してすぐとい

う話ではないわけですけれども、新聞によりますと植木町は区役所を今現在の庁舎にする

ということに決まったんでしょ？熊日の新聞で見てみるとこの区役所の人口要件について

は、政令市の場合は７０万人と決まっていますけれども、区役所の場合は人口要件は無い

と書いてあります。それで植木町は城南町より人口が多いですよね。３万人で城南町は２

万人ですから１万人少ないんですけれども、例えば一つの案として私の個人的な提案なん

ですけれども、例えば富合町と城南を一緒にすると人口的にもかなり増えると。富合と城

南は昔から農業関係は今でも一緒にやっていて、今までいろんな形で一緒にやってきてい

るんです。熊本市でも南の玄関口になります。そういったことで出来れば城南町と旧富合



町、ここのブロックで１つ区役所を作っていただきたいという、これは希望なんです。１

０頁で「住民サービスのさらなる向上を図るため、住民の身近な場所での行政サービスへ

の充実」と書いてありますね。ですから、これを検討していただきたいと。この場で結論

という話ではないんですけれども、これが城南町すべての意見というわけではないので確

認をしなくてはいけませんけれども、私個人としてはそういうふうに実施していただくと

非常にありがたいなと。しかも、熊本市内と富合と城南と言ったら緑川で切られていて一

つのブロックになっていますので、出来ればそんなふうにしていただけると非常にありが

たいです。富合にしても城南にしても非常に高齢化が進んでいます。市内に比べても分か

りますように非常に高齢化が進んでいます。ですから、そういった意味で南のブロックに

区役所があったらいろいろな面で役立つし、住民に対しても訴えやすいかなと、こういう

ことを考えましたのでできれば検討の一つに加えていただきたいと。要望です。よろしく

お願いいます。 

 

会長 

 それでは、要望ということで受け止めさせていただきたいというふうに存じます。 

 他に「その他」でございますか？ 

 どうぞ、お願いいたします。 

 

山下委員 

 熊本市側から城南町の方へ説明に来ていただいてありがとうございました。その中で農

業関係のビニールハウスに対して課税をされるということと耳にしましたので、どういう

ふうに課税されるのか、どういうふうに把握されるのか、またハウス自体も種類がいろい

ろあるでしょう。どれをされるのですか。 

 

会長 

それでは担当課の方からお願いいたします。 

 

事務局（熊本市 資産税課） 

 熊本市、資産税課でございます。ご質問の農業用施設でありますビニールハウス現況の

把握方法と課税されるハウスの種類及び基準についてのご質問について回答させていただ

きます。まず、償却資産の課税につきましては、地方税法でございますけれども、その税

法上で自己申告に基づいて課税される例ということで記載されております。このことから

市政だよりでございますとか、ホームページ、また税理士会の例会などを活用して申告方

法などについてご説明して周知徹底しているところでございます。しかし、課税対象者を

把握するのがなかなか難しいところでございますので、地方税法の一部が改正されて税務

署に出しておられる所得税または法人税に関する書類の閲覧が可能になったところでござ



います。そういうことから私共熊本市では、平成１９年度から税務署における事業者の申

告資料または決算関係資料の閲覧を行っているところでございます。そういうことで平成

２０年度には農業事業者の中の個人事業者の方の税務調査を行いました。そういうことで

償却資産の現況を把握して、その方々に償却資産の申告書をお送りして課税をしていると

ころでございます。 

 それで、償却資産の種類及び基準でございますけれども、私共が把握しているのは、ガ

ラス製のハウスについては家屋として固定資産税の対象となります。それ以外のビニール

製のハウス、そういうものについて償却資産の対象として課税をさせていただいていると

いうところでございます。償却資産が課税になるかどうかについては申告していただきま

して、その申告内容を確認させていただき、課税標準額というものがございましてそれが

１５０万円未満のものについては課税の対象にならないということでございます。以上で

ございます。 

 

会長 

 どうぞ。 

 

山下委員 

減価償却が終わった場合はどうなるんですか？ 

 

会長 

 はい、どうぞ。 

 

事務局（熊本市 資産税課） 

 資産税課でございます。減価償却が終わりましても最低でも５％は残りますから、例え

ば課税対象の合計が１５０万円以上になれば課税されますけれども、その対象以下になれ

ば当然課税されないということでございます。 

 

会長 

 よろしいでしょうか？わかりにくい部分がございますので説明資料等もまた後日お届け

した中で詳しくご説明させていただきたいというふうに存じます。 

 それでは、事務局からどうぞ。 

 

事務局 

 基本的には全国一律で全て課税対象となっております。全てが償却資産の課税対象とな

っております。それをどの程度把握するかその把握の仕方は、役所に居ましても分かりま

せんので、では調べに行くかという話になりますと、そういうことはやっていないという



ことでございまして、所得税なんかで控除ということで届出をしておられるものについて、

昔はわからなかったんですが、今は閲覧ができますのでこの方はこういうふうに償却資産

を持っていると、そういうふうに届出をされておられるということが役所の方でも把握す

ることが出来るようになったと。そういう方に対して送らせていただいているというご説

明でございました。 

 

会長 

 よろしいでしょうか？ 

 他に何か「その他」でございますが、他ございませんでしょうか？ 

 それでは、中山委員さんどうぞ。 

 

中山委員 

 私共熊本市側の方は、城南町さんとの合併の必要性とかをもっと訴たり、もうちょっと

合併をしなければならないんだよというようなことをＰＲしなければいけないのではない

のでしょうか。 

 

会長 

 城南町さんと合併協議を進めさせていただいているわけでありますが、それ以外にも益

城町さん、植木町さんと同時並行的な形で進めてまいりました。その中で私の想いとして

は、どちらかに優先順位を付けてというふうなことで取り組んできたつもりではございま

せん。城南町さんは城南町さんの素晴らしい財産があられますので、それを協議を通じて

再認識をしていく中で一体的に伸ばしていくというふうな想いで取り組んできたところで

ございます。ですから、これまでもこういう想いで是非合併をという想いで取り組んでま

いりましたので、今後も非常に重要な時期に差し掛かってくるというふうに思いますので

これまで以上に、進めさせていただいております合併協議、これが成就出来ますように最

大限努力をしてまいりたいというふうに思っております。 

 他はございますか？ 

 

（なし、との返答） 

 

会長 

 それでは、事務局から何か報告があれば。どうぞ。 

 

事務局 

 次回の開催予定についてでございます。開催期日は平成２１年５月２２日（金）午後

３時を予定いたしおります。場所は未定でございます。開催日時、場所につきましては、



変更になる可能性もございますので、委員の皆様には改めましてご通知申し上げること

といたしております。よろしくお願いいたします。以上でございます。 

 

会長 

それでは、他無いようであれば、以上をもちまして本日の議事につきましてはすべて終

了いたしました。委員の皆様には、長時間にわたりご協力、ご理解いただきまして誠にあ

りがとうございました。本日はありがとうございました。 

 

司会 

それでは、最後に閉会の言葉を、当協議会副会長の八幡城南町長にお願いいたします。 

 

八幡副会長 

 本日は第６回目の熊本市・城南町の合併協議会、長時間にわたってのご審議、誠にご苦

労さまでした。ありがとうございました。 

 第６回目の協議が終わったところでございます。いよいよ残すところ５月に予定されて

おります第７回で最後の協議となります。いよいよ大詰めになってまいりました。お互い

大変それぞれ立場も違いますし、いろいろ条件も違います中でお互い一緒になって、そし

てお互いいい地域を作ろうと、市になろうということで住民の皆さん方が行政サービスと

か向上するようにということで、大変忌憚のないご意見をそれぞれ頂戴したところでござ

います。熊本市側からしますと熊本市の方がはるかに行政的に住民サービスの提供は高い

のは確かでありますが、城南町側にもそれぞれ町として良いところがございます。町とし

てこれは是非続けてほしい、残してほしいというところは熊本市側にとっても将来良い方

向になるわけでございますので、是非その点をよろしくお願いいたしたいと思います。こ

の合併がいい方向にいきまして、最後は住民の皆さん方の住民投票でまた意思を表示され

るわけでございまして、それに向けまして私共もしっかり協議を進めているところでござ

いますし、またその内容につきましてしっかり住民の皆様方に情報を出しまして説明をし

まして、ご理解いただく、それがまたこの住民投票に向けて大変重要なことでありますか

らしっかり今後もまた頑張っていかなければいけないと思っております。ということで私

共も頑張りますが、熊本市側からも是非しっかりご支援、ご協力をよろしくお願いいたし

たいと思います。 

 以上をもちまして、第６回の合併協議会を終わりといたします。本当にご協力ありがと

うございました。 

 

 

 

 




